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第一部【企業情報】
　

第１【企業の概況】

　

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第61期
第３四半期
連結累計期間

第62期
第３四半期
連結累計期間

第61期
第３四半期
連結会計期間

第62期
第３四半期
連結会計期間

第61期

会計期間

自　平成20年
４月１日

至　平成20年
12月31日

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成20年
10月１日

至　平成20年
12月31日

自　平成21年
10月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成20年
４月１日

至　平成21年
３月31日

売上高 (百万円) 24,515 19,660 9,229 7,275 32,102
経常利益 (百万円) 1,313 690 715 406 1,679
四半期(当期)純利益 (百万円) 704 297 396 222 897
純資産額 (百万円) ― ― 23,731 23,844 23,871
総資産額 (百万円) ― ― 44,573 39,495 43,061
１株当たり純資産額 (円) ― ― 650.75 654.14 654.62
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 19.17 8.15 10.83 6.11 24.46

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 53.2 60.4 55.4
営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △411 1,068 ― ― 10

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 245 △207 ― ― 72

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △517 △395 ― ― △552

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 2,439 3,118 2,653

従業員数 (名) ― ― 440 432 435

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、上記いずれの連結累計(会計)期間におきま

しても潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　従業員数は就業人員数を記載しております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営んでいる事業の内容に重要な変更

はありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在　

従業員数(名) 432 　

(注)　従業員数は就業人員数であります。

　

(2）提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在　

従業員数(名) 373 　

(注)　従業員数は就業人員数であります。
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第２【事業の状況】

　

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の部門で示すと、次のとおりであります。
　

部門の名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)
工場部門 355 23.8

　(注)　１　金額には消費税等は含まれておりません。

　　　　２　金額は受注加工製作額であり販売価格によっております。

　

(2）受注実績

　工事及び製作加工は取引先との契約締結後、ごく短い期間で工事施工開始または製作加工品を納入

するという業界の慣習・取引形態の特殊性により、受注高の集計は行っておりません。

　

(3）販売実績

　営業部門は取扱商品別に分かれておりません。当第３四半期連結会計期間における売上形態区分別

内訳は次のとおりであります。
　

区分 金額(百万円) 前年同四半期比(％)
販売 3,509 △15.7
賃貸 818 △12.5
工事 1,551 △38.6
加工受託 680 △6.2
運送受託 713 △18.6

合計 7,275 △21.2

（注）１　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

　

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％)
鹿島建設株式会社 1,275 13.8 929 12.8

　

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変

動等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありま

せん。　　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。　

　

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間のわが国経済は、一部に持ち直しの兆しが見受けられるものの、依然と

して厳しい雇用環境が続いております。また、政府による約３年半ぶりとなるデフレ宣言がなされる

など、景気の先行き不安が増す状況で推移しました。

　当社グループが属する建設業界におきましては、補正予算の一部執行中止等もあり、公共工事は依

然として低水準で推移しております。さらに、住宅需要の低迷及び企業設備投資意欲の減退等により

縮小する市場での受注競争は一層激化しており、経営環境は極めて厳しいものとなりました。

　このような環境の下、当社グループは賃貸価格、運送価格などの改善及び受注の確保に注力いたし

ました。また、工事及び加工においては、質と生産性の向上に取り組んでまいりましたが、市場の縮小

により工事案件は激減し、重仮設材の需要は低水準に推移しました。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の連結売上高は72億75百万円（前年同四半期比21.2％

減）、連結営業利益は３億66百万円（前年同四半期比47.4％減）、連結経常利益は４億６百万円（前

年同四半期比43.1％減）となり、連結四半期純利益は２億22百万円（前年同四半期比43.8％減）と

なりました。 

　

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は394億95百万円となり、前連結会計年度末と比較して35億

66百万円の減少となりました。その主な要因は、売上の減少に伴い受取手形及び売掛金が18億98百万

円減少、加えて未成工事支出金が12億42百万円減少したことによるものであります。

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は156億50百万円となり、前連結会計年度末と比較して35

億39百万円の減少となりました。その主な要因は、売上の減少に伴い仕入を抑えたことにより支払手

形及び買掛金が22億69百万円減少、加えて未払法人税等が４億49百万円減少したことによるもので

あります。

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は238億44百万円となり、前連結会計年度末と比較して

27百万円の減少となりました。その主な要因は、その他有価証券評価差額金が30百万円減少したこと

によるものであります。

　以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ5.0ポイント上昇した60.4％となりました。　
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における区分毎のキャッシュ・フローは、以下のとおりであります。

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は４億45百万円の収入（前年同四半期は３億72百万円の

支出）となりました。主な増加項目は仕入債務の増加額７億66百万円、たな卸資産の減少額５億２百

万円であり、主な減少項目は売上債権の増加額10億51百万円であります。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は41百万円の支出（前年同四半期は58百万円の支出）と

なりました。主な減少項目は有形及び無形固定資産の取得による支出40百万円であります。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は36百万円の支出（前年同四半期は91百万円の支出）と

なりました。主な減少項目は長期借入金の返済による支出34百万円であります。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第２四半期会計

期間末に比べ３億66百万円増加し、31億18百万円（前年同四半期は24億39百万円）となりました。　

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。　

　

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間において、特記すべき事項はありません。

　

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループを取り巻く事業環境は、2010年度の公共事業関係費が過去20年間で最低の水準であ

り、民間建設需要の低迷も続くと予想されることなどにより、貸倒損失が発生するリスクは依然とし

て高く、経営成績に影響を与える可能性があります。当社グループはリスク発生の回避を目的に、与

信管理を重視した選別受注を推し進めるとともに、徹底したコスト管理も図ってまいります。　

　

(7）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループが推し進めてまいりました賃貸価格、運送価格などの改善は、効果が現れているもの

の、適正価格には未だ達しておりません。デフレ経済の深刻化による景気の先行き不安に伴う建設需

要のさらなる減少により一層の受注競争が予想されるなか、引き続き適正利潤確保へむけた価格改

善に取り組んでまいります。また、工事及び加工の受注拡大にむけて営業力、技術力等の強化を図る

とともに、経営資源の最適化及び有効活用に努めてまいります。　
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第３【設備の状況】

　

(1）主要な設備の状況

①　提出会社

　当第３四半期連結会計期間における主要な設備の異動は以下のとおりです。既設加工ヤードに対

して作業環境の改善を図ったもので、工場全体としての生産能力は微増です。

事業所名
(所在地)

事業の種類別
部門の名称

設備の内容
帳簿価額(百万円)

従業員数
(名)

建物
及び構築物

機械装置
及び運搬具

土地
(面積㎡)

その他 合計

関西工場
(京都府綴喜郡
宇治田原町)

工場部門
加工用建屋
及び　
クレーン

55 14 － 1 71 －

(注)　上記金額には消費税等は含まれておりません。

　

②　国内子会社

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画　

　第２四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等はありません。また、

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

　

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)
普通株式 147,667,000
計 147,667,000

　

② 【発行済株式】
　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 40,000,00040,000,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 40,000,00040,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年12月31日 ― 40,000 ― 3,626 ― 5,205

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載してお

ります。

① 【発行済株式】

　 平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容
無議決権株式 ― ― ―
議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―
議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

3,535,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

36,213,000
36,213 ―

単元未満株式
普通株式

252,000
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 40,000,000― ―
総株主の議決権 ― 36,213 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式110株が含まれております。　

　

② 【自己株式等】

　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
丸藤シートパイル株式会社

東京都中央区日本橋本町
１丁目６番５号

3,535,000  ―  3,535,000 8.83

計 ― 3,535,000― 3,535,000 8.83
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】
　

月別
平成21年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

　
10月

　
11月

　
12月

最高(円) 167 157 176 178 173 171 156 150 151
最低(円) 131 141 152 147 162 155 145 138 137

(注)　東京証券取引所市場第二部における最高・最低株価であります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

　

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連

結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基

づき、当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連

結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基

づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10

月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に

係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けておりま

す。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成

21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツに名称を変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,118 2,653

受取手形及び売掛金 ※2
 11,515 13,414

商品 177 206

建設資材 14,529 15,023

未成工事支出金 ※3
 446 1,689

貯蔵品 45 52

その他 355 566

貸倒引当金 △292 △378

流動資産合計 29,896 33,227

固定資産

有形固定資産

土地 4,683 4,683

その他（純額） ※1
 2,174

※1
 2,388

有形固定資産合計 6,858 7,072

無形固定資産 41 24

投資その他の資産

その他 2,889 2,973

貸倒引当金 △191 △237

投資その他の資産合計 2,698 2,736

固定資産合計 9,598 9,834

資産合計 39,495 43,061
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 8,381 10,651

短期借入金 5,180 5,180

1年内返済予定の長期借入金 34 137

未払法人税等 176 625

引当金 ※3
 95 433

その他 1,330 1,898

流動負債合計 15,198 18,925

固定負債

引当金 218 19

その他 233 245

固定負債合計 451 264

負債合計 15,650 19,189

純資産の部

株主資本

資本金 3,626 3,626

資本剰余金 5,205 5,205

利益剰余金 15,816 15,810

自己株式 △794 △792

株主資本合計 23,853 23,850

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △8 21

評価・換算差額等合計 △8 21

純資産合計 23,844 23,871

負債純資産合計 39,495 43,061
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 24,515 19,660

売上原価 19,349 15,746

売上総利益 5,165 3,913

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 317 －

報酬及び給料手当 1,623 1,510

賞与引当金繰入額 140 67

役員賞与引当金繰入額 12 6

退職給付費用 149 204

その他 1,706 1,529

販売費及び一般管理費合計 3,949 3,319

営業利益 1,215 594

営業外収益

受取利息 6 1

受取配当金 29 4

受取地代家賃 99 98

その他 47 59

営業外収益合計 183 163

営業外費用

支払利息 63 48

その他 22 19

営業外費用合計 85 67

経常利益 1,313 690

特別利益

固定資産売却益 11 13

貸倒引当金戻入額 － 89

投資有価証券売却益 5 －

その他 0 －

特別利益合計 16 102

特別損失

固定資産売却損 13 3

投資有価証券評価損 13 30

退職給付制度終了損 － 178

会員権貸倒引当金繰入額 25 －

その他 2 6

特別損失合計 54 218

税金等調整前四半期純利益 1,275 575

法人税、住民税及び事業税 590 185

法人税等調整額 △20 92

法人税等合計 570 278

四半期純利益 704 297
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 9,229 7,275

売上原価 7,284 5,783

売上総利益 1,945 1,492

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 33 20

報酬及び給料手当 433 455

賞与引当金繰入額 140 67

役員賞与引当金繰入額 4 2

退職給付費用 49 71

その他 587 509

販売費及び一般管理費合計 1,249 1,126

営業利益 696 366

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 0 －

受取地代家賃 33 32

その他 14 28

営業外収益合計 49 62

営業外費用

支払利息 21 14

その他 8 6

営業外費用合計 29 21

経常利益 715 406

特別利益

固定資産売却益 1 1

特別利益合計 1 1

特別損失

固定資産売却損 2 0

固定資産除却損 － 5

投資有価証券評価損 10 －

その他 0 －

特別損失合計 12 5

税金等調整前四半期純利益 704 403

法人税、住民税及び事業税 226 164

法人税等調整額 81 16

法人税等合計 307 180

四半期純利益 396 222
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,275 575

減価償却費 357 334

引当金の増減額（△は減少） 168 △270

有形固定資産売却損益（△は益） 1 △3

投資有価証券売却損益（△は益） △5 －

投資有価証券評価損益（△は益） 13 30

受取利息及び受取配当金 △36 △6

支払利息 63 48

売上債権の増減額（△は増加） △1,695 1,898

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,833 1,761

仕入債務の増減額（△は減少） 2,248 △2,269

その他 △128 △381

小計 429 1,716

利息及び配当金の受取額 43 15

利息の支払額 △60 △41

法人税等の支払額 △823 △621

営業活動によるキャッシュ・フロー △411 1,068

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △341 △213

有形固定資産の売却による収入 50 17

投資有価証券の売却及び償還による収入 514 －

その他 21 △11

投資活動によるキャッシュ・フロー 245 △207

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △102 △102

自己株式の取得による支出 △117 △2

配当金の支払額 △296 △290

財務活動によるキャッシュ・フロー △517 △395

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △683 465

現金及び現金同等物の期首残高 3,123 2,653

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,439 3,118
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１　会計処理基準に関する事項の変更

(1)完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基

準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約

から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準

（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の売上高が956百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益は、それぞれ21百万円増加しております。

　

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

　前第３四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めていた「貸倒引当金戻入額」は、特別利益の総額の

100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四半期連結累計期

間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は０百万円であります。

　

　

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

（四半期連結貸借対照表関係）

　前第３四半期連結会計期間において、流動資産の「商品」に含めていた「建設資材」は、当第３四半期連結会計期間で

は区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連結会計期間の流動資産の「商品」に含まれる「建設資材」

は14,485百万円であります。

　前第３四半期連結会計期間における流動資産の「仕掛品」は、当第３四半期連結会計期間では「未成工事支出金」と

して掲記しております。

　前第３四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めていた「貯蔵品」は、当第３四半期連結会計期間で

は区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連結会計期間の流動資産の「その他」に含まれる「貯蔵品」

は56百万円であります。

 (四半期連結損益計算書関係）　

  前第３四半期連結会計期間において、特別損失の「その他」に含めていた「固定資産除却損」は、特別損失の総額の

100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四半期連結会計期

間の特別損失の「その他」に含まれる「固定資産除却損」は０百万円であります。
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【簡便な会計処理】
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法

　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎

として合理的な方法により算定する方法によっております。

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等と一時差異等の発生状況に著しい変

化がないと認められる場合は、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用

する方法によっております。

　

　

【追加情報】
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

適格退職年金制度からの移行について

　当社の退職給付制度は適格退職年金制度を採用しておりましたが、平成21年10月１日をもって当該制度を確定給付企業

年金制度と確定拠出年金制度へ移行しました。これにより、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」(企業会計基

準適用指針第１号　平成14年1月31日)を適用し、当第３四半期連結累計期間に「退職給付制度終了損」として特別損失に

178百万円計上しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、9,623百万円です。 ※１　有形固定資産の減価償却累計額は、9,512百万円です。

　 　

※２　四半期連結会計期間末日の満期手形及び確定期日現

金決済（手形と同じ条件で手形期日に現金決済する方

式）の会計処理は、手形交換日及び入出金日をもって

決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機関の

休日でありましたため、次の満期手形及び確定期日現

金決済分が四半期連結会計期間末日の残高に含まれて

おります。

―――――――――

受取手形及び売掛金 492百万円

支払手形及び買掛金 419百万円

　

※３　損失が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と

工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しており

ます。損失が見込まれる工事契約に係る未成工事支出

金のうち、工事損失引当金に対応する額は、0百万円で

あります。

　

―――――――――

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末残高

と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係（平成20年12月31日現在)

　

現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末残高

と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係（平成21年12月31日現在)

　

現金及び預金 2,439百万円

現金及び現金同等物 2,439百万円
　

現金及び預金 3,118百万円

現金及び現金同等物 3,118百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１

日　至　平成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

　

普通株式(株) 40,000,000　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

　

普通株式(株) 3,548,513　

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 291 8.00 平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金

　

(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連

結会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会

計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成20

年４月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成

21年12月31日)

　当社及び連結子会社が提供する商品・役務は建設現場に関連するものであり、その性質、市場を考

慮すると、単一の事業分野(単一セグメント)に属するものと認識しておりますので、事業の種類別セ

グメント情報は作成しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会

計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成20

年４月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成

21年12月31日)

　本邦以外の国又は地域に所在する支店及び連結子会社がないため、作成しておりません。

　　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会

計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成20

年４月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成

21年12月31日)

　本邦以外の国又は地域における売上高はないため、作成しておりません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 654円14銭 １株当たり純資産額 654円62銭

　

２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
  至 平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 19円17銭
潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

１株当たり四半期純利益 ８円15銭
潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　
(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 704 297

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 704 297

普通株式の期中平均株式数(千株) 36,777 36,464

　

第３四半期連結会計期間
　　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日 
 至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 10円83銭
潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

１株当たり四半期純利益 ６円11銭
潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　
(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 396 222

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 396 222

普通株式の期中平均株式数(千株) 36,562 36,460

　

２【その他】

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

丸藤シートパイル株式会社(E02616)

四半期報告書

22/25



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月４日

丸藤シートパイル株式会社

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 高　　橋　　　 勝　　　 印

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 髙　　橋　　正　　伸　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸

藤シートパイル株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月

１日から平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸藤シートパイル株式会社及び連結

子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四

半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　

　
(注)　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月４日

丸藤シートパイル株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 高　　橋　　　 勝　　　 印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 髙　　橋　　正　　伸　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸

藤シートパイル株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月

１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸藤シートパイル株式会社及び連結

子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四

半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　

　
(注)　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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